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精密金型により,中 央に頬側に30°傾斜 させたアバ ットメン トアナ ログを2本植立(近 心
側:S1,遠心側:S2)し,それぞれ近遠心側12.0mmに測定基準のための基準アナ ログを垂直
に植立(近 心側:R1,遠心側:R2)した基準模型 を作製 した。印象採得時には,S1,S2に締
結 した印象用 コー ピングにパターン用 レジン製ブロックを付与 し,連 結 しなかった。R1,R2
の基準アナログ用コー ピングは計測の基準 とす るため トレー連結部を介 して個人 トレー とネ
ジ固定する構造 とした。印象採得材は,低 硬度印象材 としてエグザ ミックスファインイン
ジェクションタイプ(以 下IJと略す)と し,高硬度印象材はエグザインプラン ト(以下EIと
略す)と した。また,高 硬度印象材による印象採得は臨床 に即 した手順 とするためアナログ
周囲に少量のIJを注入 し,EIにて印象採:得を行った。その後アナログを締結,ボ クシング用
金型 を個人 トレー外枠に装着 し超硬質石膏を注入 して作業用模型を製作 した。試料数は,
IJ群,EI群それぞれ5個 とした。変位量の計測には,三 次元座標測定器 を用いた。各模型上
で計測 したS1,S2の位置 と基準模型における計測値 との差を変位量 とし,X,Y,Z軸 方向
での変位量および三次元的変位量を算出した。また基準模型に対するX軸方向,Y軸方向にお
けるアバ ッ トメン トアナ ログの角度の変化を算出 した。 さらにS1,S2間の相対的位置の変化
量 を算出した。計測値の統計処理にはStudent-tテス トを用いた。
Ⅲ 研 究 結果(600字程 度)
基 準模 型 に 対 す る作 業 用 模 型 上 にお け るS1,S2の変位 量(平 均 ±SD)は,IJ群,EI群
の順 にX軸 方 向で-9.1±28.1μm,-19.4±-15.8μm,Y軸方 向 で-27.5±33.5μm,-1,3±
17.0μm,Z軸方 向 で-64.3±49.5μm,-5.2±20.4μmであ り,Z軸 方 向 のみ で有 意 な差 が
認 め られ た。 また 三 次 元 的 変位 量 は,IJ群 で85.3±42.5μm,EI群で は33.0±14.0μmであ
り,IJ群,EI群間 に有 意 な差 が 認 め られ た。
ま た 基 準模 型 に比 較 したS1,S2の角 度 の変 化 量(平 均 ±SD)は,IJ群,EI群 の順 にX
軸 方 向 で-0.038±0.158°,0.016±0.046°,Y軸方 向 で0.167±0.119°,0.188±0.143°
で あ り,IJ群,EI群 間 に有 意 な差 は認 め られ な か った。
基 準模 型 に 比 較 した作 業 用模 型 で のS1-S2間の変 位 量(平 均 ±SD)は,IJ群,EI群 の
順 にX軸 方 向 で39.0±27.6μm,26.8±19.2μm,Y軸方 向 で35.0±41.0μm,21.2±26.1
μm,Z軸 方 向 で65.8±46.3μm,68.8±13.6μmであ った。 これ らか ら算 出 した三 次 元 的
なS1-S2間の相 対 的位 置 の 変化 は,IJ群 で97.4±39.8μm,EI群で77.5±16.6μmであ り,
いず れ にお い て も群 間 に有 意 差 は な か った 。
IV考察及び結論(600字程度)
本研究と同様の実験系によって印象用 コー ピング間をパ ター ンレジンで連結 した状態で
印象採得,作 業用模型製作を行 った山内らの結果 と比較す ると,R1,R2に対するS1,S2の
三次元的変位量がIJ群で有意に大きく,Z軸方向でのみ有意差があった点,お よびS1-S2間
の相対的位置の変化には有意差がないとい う点で一致 している。 しか し本研究の結果で
は,EI群におけるR1,R2に対す るS1,S2の三次元的変位量では近似 した値であるものの,
それ以外の条件では2～3倍 以上の値 となった。 この理由としては,印 象用コー ピングが
連結 されていないことにより,印象採得や模型材注入時にコー ピングやアナログが動きや
すいことが考えられた。Branemark systemではXY平 面上での適合性 において22～100μm
の許容度があることが報告されているが,本 研究の条件では,こ の範囲を超 える場合が含
まれると考えられた。
以上のことから,本 研究の条件下においては傾斜埋入 されたインプラン ト体の上部構造
製作のための精密印象採得時には,高 硬度印象材 を用いる場合でも,低 硬度印象材 をもち
いるばあいにおいても印象用 コー ピング間を連結することが推奨 され ることが示 された。
